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【ご案内】会誌「情報処理」のオンライン記事について

会誌「情報処理」の特集記事は，これまで冊子，オンライン（電子図書館）の両方に掲載しておりましたが，次のとお

りオンラインのみへの掲載に変わりました．また，オンライン限定記事の掲載も始まりました．

◆開始月：2020 年 11 月号（発行日：2020年 10月 15日）

◆閲覧方法：会員区分によって異なりますので以下をご確認ください．

【個人会員の皆様】

電子図書館（情報学広場：https://ipsj.ixsq.nii.ac.jp/ej/）にログインし，該当記事の pdfをダウンロードしてください．

すでに電子図書館をご利用いただいている方は今までどおりです．

電子図書館を初めて利用される方は，会員としてのユーザ登録が必要になります．

未登録の方には毎月上旬に次の件名のメールを送信しておりますので，到着次第，登録してください．

•件名： [ 情報学広場 :情報処理学会電子図書館 ] ユーザー登録のご案内
•差出：ipsj-ixsq@nii.ac.jp

★詳細：電子図書館利用方法（個人用）－利用までの流れ（https://www.ipsj.or.jp/e-library/ixsq.html#anc2）

ご案内メールをお急ぎの方や閲覧方法が分からない方は，会員サービス部門（E-mail: mem@ipsj.or.jp）に会員番号を

添えてご連絡ください．

【賛助会員各位・購読員の皆様】

賛助会員・購読員の企業・大学に所属されている方に「情報処理」（冊子）を貸し出しした場合，特集の閲覧方法につい

て照会がございましたら，次の手順をお知らせください．

＜手順＞

（1）「情報処理」の特集ページ（扉または概要ページ）を開く．

（2）閲覧申込の URLにアクセスする（または QRコードを読み取る）．

（3）必須事項を入力し送信する．

（4）次の件名（12月号の場合）の受信メールに従って，電子図書館から特集の pdfをダウンロードする．

•件名：情報処理 2021年 12月号（Vol.62, No.12）「チケットコード」とご利用方法のご連絡

★注意事項

•法人アカウントではご利用いただけません．

•閲覧される方が電子図書館のユーザ IDをお持ちでない場合は，ご自身でユーザ登録する必要があります．

本件に関する問合せ先：一般社団法人情報処理学会　会員サービス部門　E-mail: mem@ipsj.or.jp

電子図書館
（情報学広場）

【個人会員】

https://ipsj.ixsq.nii.ac.jp/ej/
https://www.ipsj.or.jp/e-library/ixsq.html#anc2


今月の会員の広場では，9 月号へのご意見・ご感想を紹
介いたします．

巻頭コラム「LGBT and beyond」

■社会的課題に関して，情報処理の視点からの主張を完

投で述べてくださったことはとても有意義だと考えます．

（濱　久人）

■建築・都市領域のコモングラウンドの例を示してほし

かった．（鈴木広人）

報告「未踏の第 27 期スーパークリエータたち」

■未踏がんばれ．（中島秀之）

■ note の記事も読んだ．発想も素晴らしいが，それを

実装する能力の高さがすごい．（柴田　晃）

■今回の未踏プロジェクトについて，特集記事として実

施しても良いと感じた．（ImbeTaichi）

特集「人の動きを捉え社会を動かす人口流動統計」

「0．編集にあたって」

■人口流動統計について分かりやすくまとめていただき，

ありがとうございます．もう少し踏み込んだ予測的なも

のについても興味がわきました．（河瀬基公子）

■もう少し詳しい情報を冊子にも掲載いただけると助か

ります．（濱　久人）

「1．人流データを用いた都市の常時観測による社会・産

業の高度化」

■ビッグデータに関する，最新の研究動向が分かった．

（近藤　正）

■紹介しているデータと目的が不明瞭で，論旨が分かり

にくい．（匿名希望）

「2．人口流動統計の開発」

■ 取組に感謝するばかりである．これぞ技術者が社会

に貢献すべき内容と思います．（ITOHARUO）

■統計の活用については，特集の記事にゆだねられてい

る．（片山敏之）

「3．人口流動統計の都市交通調査への活用」

■新潟市の具体的な事例，図が分かりやすかった．

（匿名希望）

■ 画像解析を活用して街中を回遊する様子を把握する

手法が知りたい．（匿名希望）

「4．視聴者に最適な『交通障害情報』を届ける」

■面白かった．マスなメディアであるが故の問題という

のもあるのだなと思った．（岡本克也）

■移動時間を考慮に入れた結果を知りたい．（匿名希望）

「5．流動を捉える人口分布統計」

■秋葉原と原宿における滞在人口を，信頼できるデータ

を基に性別比や年齢比により，定量的に図示していたグ

ラフを拝見し，納得に至った．（大塚敬義）

■この記事の前半は，本特集 2本目の池田氏のものと

ほぼ重なっている．（片山敏之）

「6．災害・イベント時の人口動態モニタリング」

■技術の現状がよく語られていると思います．

（ITOHARUO）

■実際の発災の場合にむけて，人の動態を過去の災害か

ら予測できるとよい．（SobueShinichi）

「7．大規模位置情報データ連携がもたらす合理的根拠

に基づく観光政策立案評価の実現」

■位置情報を定量的な根拠としていける方向は素晴らし

い．（SobueShinichi）

■国・自治体の枠組みとの連携での活用に向けた課題の

整理が必要かと思った．（SobueShinichi）

トピックス「2020 年度研究会推薦博士論文速報」

■博士論文を，研究会の評価を経た形で紹介するのは良

いことだと思う．（中島秀之）

■改善点ではないですが，この話題は，勤勉で自己主張

に消極的な日本人が将来，唯一優位に立てる分野かと妄

想しています．（ITOHARUO）

教育コーナー「ぺた語義」

「高校教科『情報』，中高年には『隔世の感』」

■近年になり新たにできた科目である情報について，年

代間での認識の差を把握することは重要であると思いま

した．（富田雅斗／ジュニア会員）
■これまでは学生と学校職員を対象にした記事が多かっ

たが，筆者が言うように，社会人に対するリカレント教

育を扱う企画があってもよいかもしれない．（広野淳之）

「全国大会イベント『2025 年実施の大学情報入試への展

望』の報告」

会員会員のの広場広場
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■該当のイベントに参加できなかったため，大変参考に

なった．（井手広康）

■第 2章のパネル討論は一部の話題の紹介であったが，他

の部分も概要でよいので掲載してほしかった．（広野淳之）

「学習履歴データの標準化技法─ Experience API（xAPI）

編─」

■教育のオンライン化が進むにあたり，どのように標

準化されるかには興味がありました．教育データは今後，

ビッグデータの重要なものになる気がします．（小西敏雄）

■学習履歴データを活用した効果的なフィードバックの

例を示してほしかった．（鈴木広人）

連載「情報の授業をしよう !：アプリ開発でアイディアを
形に─情報Ⅱ『（4）情報システムとプログラミング』を
見据えた授業実践─」

■開発したアプリを各自のスマホで動かす体験はとても

良いと感じた．（笹部聖也）

■見聞き慣れない用語に注釈をつけてほしいです．
（中山淳司）

学会活動報告「情報技術の国際標準化と日本の対応─ 
2020 年度の情報規格調査会の活動─」

■ ISOの標準化活動もコロナの影響を受けながら継続し

て，大変な努力をされている状況が分かりました．また，

中国の進出も著しいと感じました．（後藤正宏）

■標準化の草案作成者と，標準化会議で草案提案を認め

させる人は，その作業の特性から異なる性格の人物があ

たるのが国際的な考えですが，日本はその点が弱いかと

存じます．（ITOHARUO）

連載「先生，質問です！」

■ AI は人間の生活を豊かにするために用いられるべき

だと改めて感じた．（近藤　正）

■もっと深く知りたい場合のソースもあると嬉しい．

（匿名希望）

連載「ビブリオ・トーク：新企業の研究者をめざす皆さんへ」

■自身の経験に基づいて，本の有益性について端的にま

とめられており分かりやすい．（笹部聖也）

■ビブリオ・トークや有名論文ナナメ読みの記事の最後

のページの余白とイラストにはどんな意味があるのか？

と毎回，考えさせられる．スペースよりも筆者の考えを

もう少し知りたいと思わせる記事が多い．（広野淳之）

連載「5 分で分かる !? 有名論文ナナメ読み：Matej Balog 
et al. : DeepCoder : Learning to Write Programs」

■人間が描いたイメージから自動でプログラムを作成す

ることがそう遠くないうちに実現するのではないかと興

奮しました．今までプログラマに必要とされていた技術

が，がらりと変わってくるのかもしれないと感じていま

す．（南川智都）

■自然言語の機会翻訳とは異なり，記事でも述べられて

いるように，入出力例のみから生成されるプログラムの

正しさは検証できないと考えられる．この有名さはいつ

まで持つのであろうか．（片山敏之）

■オンラインミーティングにろう者が参加する場合に配

慮すべきことや，Zoomで活用できる機能，当事者でな

いと分からない苦労話などを知ることができて，大変参

考になった．（匿名希望）

会誌の内容や今後取り上げてほしいテーマに関して，以
下のようなご意見やご要望をお寄せいただきました．今
後の参考にいたします．

■ 高校生がエントリーできる大会の紹介や指導，攻略

のアドバイス．（中山享司）
■起業家できた人の考え方，情報の扱い方を取り上げて

ほしい．（松岡弘芝）

「先生，質問です！」には以下の質問をいただきました．

■情報教育という科目が中学・高校・大学時代になかっ

た今の大人たちは，どうやって，パソコンやネットにつ

いて学んだのですか？（広野淳之）

note「情報処理」（https://note.com/ipsj）に掲載されて
いる記事に関して，以下のようなご意見やご要望をお寄
せいただきました．今後の参考にいたします．

■未踏の記事が，紙面，note，YouTube（発表会）とばら
ばらになっていて一体感がなく，読みにくい．（上田晴康）

「情報処理」Vol.62 No.8「デジタルプラクティスコーナー」
に掲載されている記事については，以下のようなご意見
やご感想をいただきました．

■受付日，再受付日，採録日の意味するところを理解で

きていません． （ITOHARUO）

■ 招待論文が企業での実際の活動の内容で，まさにプ

ラクティスだと思う．良かった．（柴田　晃）
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epub に関して，以下のようなご意見やご要望をお寄せい
ただきました．今後の参考にいたします．

■ PDF でないと読みづらい．（SobueShinichi）

■是非，会員は見られるようにしてほしい．（中山享司）

オンライン化について，以下のようなご意見やご要望を
お寄せいただきました．今後の参考にいたします．

■ epub は使い勝手が悪い．（SobueShinichi）

■ 読みやすく，また情報を整理する上で有用であるこ

とを期待したいです．（笹部聖也）

【本欄担当　恋塚葵，鵜川始陽／会員サービス分野】　

これらのコメントはWeb 版会員の広場「読者からの声」< URL : 
https://www.ipsj.or.jp/magazine/dokusha.html > にも掲載して
います．Web 版では，紙面の制限などのため掲載できなかったコ
メントも掲載していますので，ぜひ，こちらもご参照ください．会
誌や掲載記事に関するご意見・ご感想は学会 Web ページでも受
け付けております．今後もより良い会誌を作るため，ぜひ皆様の
お声をお寄せください．

「情報処理」アンケート回答フォーム▶
https://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html
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2021年度山下記念研究賞表彰（概要）
詳細は学会Webページ（https://www.ipsj.or.jp/award/yamashita.html）をご覧ください．

　山下記念研究賞は，これまでは研究賞として本会の研究会およ
び研究会主催シンポジウムにおける研究発表のうちから特に優秀
な論文を選び，その発表者に贈られていたものですが，故山下英
男先生のご遺族から学会にご寄贈いただいた資金を活用するため，
平成 6年度から研究賞を充実させ，山下記念研究賞としたもので
す．受賞者は該当論文の登壇発表者である本会の会員で，年齢制
限はありません．本賞の選考は，表彰規程，山下記念研究賞受賞
候補者選定手続および山下記念研究賞推薦内規に基づき，各領域
委員会が選定委員会となって行います．本年度は 40 研究会の主査
から推薦された計 54 編の優れた論文に対し，慎重な審議を行い決
定の上，理事会（2021 年 7 月）および調査研究運営委員会に報告
されたものです．本年度の下記受賞者は，3月に開催される第 84
回全国大会で表彰されます．

［コンピュータサイエンス領域］
● TIN上での空間的スカイライン問合せ
　［データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム
（DEIM2021）（2021/3/2）］（データベースシステム研究会）
　笠井雄太君（正会員）

●動的なソーシャルネットワークにおける興味関心の伝搬を考慮
した将来予測モデル
　［データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム
（DEIM2021）（2021/3/2）］（データベースシステム研究会）
　伊藤寛祥君（正会員）

●深層学習と遺伝的アルゴリズムを用いたプログラム自動生成
　［ソフトウェアエンジニアリングシンポジウム（SES2020）
（2020/9/12）］（ソフトウェア工学研究会）
　倉林利行君（正会員）

●メソッド抽出リファクタリング推薦手法に対するメソッド名予
測を用いた精度改善の試み
　［2021-SE-207（2021/3/1）］（ソフトウェア工学研究会）
　山中仁斗君（学生会員）

●プリフェッチ距離の性質に着目した命令プリフェッチャ
　［2020-ARC-241（2020/7/30）］（システム・アーキテクチャ研究会）
　中村朋生君（学生会員）

●Unikernelを用いたコンテナのためのハイパーバイザによる軽
量高セキュアな実行基盤の検討
　［2021-OS-151（2021/3/2）］（システムソフトウェアとオペレー
ティング・システム研究会）
　肥沼　健君（正会員）

●実回路の経年速度劣化測定結果の環境変動補正手法
　［DAシンポジウム（DAS2020）（2020/9/9）］（システムと LSI
の設計技術研究会）
　島村光太郎君（正会員）

●Quantization Techniques for Small Number of Bits in 
Transformer based Natural Language Processing
　［2021-SLDM-193（2021/1/26）］（システムと LSIの設計技術研
究会）
　丁　　一君（正会員）

●スーパーコンピュータ Cygnus上における FPGA間パイプライ
ン通信の性能評価
　［2020-HPC-173（2020/5/12）］（ハイパフォーマンスコンピュー
ティング研究会）
　藤田典久君（正会員）

●適応的分割法による PARADISの高速化
　［2020-HPC-175（2020/7/30）］（ハイパフォーマンスコンピュー
ティング研究会）
　尾城拓真君（学生会員）

●フラット項書き換えシステムにおける正規形の一意性に関する
性質の決定不能性
　［（2020/10/30）］（プログラミング研究会）
　佐藤悠稀君（正会員）

● Sorting by Five Prefix Reversals
　［2020-AL-179（2020/9/1）］（アルゴリズム研究会）
　山中克久君（正会員）

●Towards a Functional Reactive Programming Model for 
Developing WSANs
　［Asia Pacific Conference on Robot IoT System Development and 

Platform（APRIS2020）（2020/11/10）］（組込みシステム研究会）
　渡部卓雄君（正会員）

●Classical verification of quantum computing with trusted 
center
　［2020-QS-01（2020/10/16）］（量子ソフトウェア研究会）
　森前智行君（正会員）

［情報環境領域］
●高次元データ多クラス識別問題における GBDTライブラリの実
装と改善
　［マルチメディア通信と分散処理ワークショップ（DPSW2020）
（2020/11/12）］（マルチメディア通信と分散処理研究会）
　藤野知之君（正会員）

●路側設置振動センサによる交通量推定システムの検討
　［マルチメディア通信と分散処理ワークショップ（DPSW2020）
（2020/11/12）］（マルチメディア通信と分散処理研究会）
　吉田　誠君（学生会員）

●色差を考慮した量的データ表現用グラデーションの作成ツール
　［2020-HCI-189（2020/9/8）］（ヒューマンコンピュータインタ
ラクション研究会）
　三末和男君（正会員）

●在宅勤務が職場の関係性及びメンタルヘルスに及ぼす影響
　［インタラクション 2021（2021/3/10）］（ヒューマンコンピュー
タインタラクション研究会）
　赤堀　渉君（正会員）

●IoTデバイスを用いた大浴場混雑可視化システムのリリース・
運用についての事例報告
　［2020-IS-153（2020/8/22）］（情報システムと社会環境研究会）
　眞鍋　悠君（正会員）
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●網羅性を重視した学術論文に対する検索手法
　［2020-IFAT-139（2020/7/31）］（情報基礎とアクセス技術研究会）
　福田悟志君（正会員）

●Occlusion aware Facial Landmark Detection based Facial 
Expression Recognition with Face Mask
　［2021-AVM-112（2021/2/26）］（オーディオビジュアル複合情
報処理研究会）
　楊　　博君（正会員）

●情報の信頼性への関心を高める流言注意喚起ボットの開発
　［グループウェアとネットワークサービスワークショップ
（GNWS2020）（2020/11/20）］（グループウェアとネットワーク
サービス研究会）
　西村涼太君（学生会員）

●地域コミュニティにおけるドキュメントコミュニケーションに
関する一考察
　［2021-DC-120（2021/3/26）］（ドキュメントコミュニケーション
研究会）
　秋元良仁君（正会員）

● SD-RoFネットワークの設計と実装
　［2021-MBL-98（2021/3/2）］（モバイルコンピューティングと新
社会システム研究会）
　相浦一樹君（学生会員）

●受動的かつ不完全なセキュリティログ情報を用いたネットワー
ク構成情報検証手法
　［コンピュータセキュリティシンポジウム（CSS2020）
（2020/10/27）］（コンピュータセキュリティ研究会）
　上川先之君（正会員）

●スクリプト実行環境に対するテイント解析機能の自動付与手法
　［コンピュータセキュリティシンポジウム（CSS2020）
（2020/10/28）］（コンピュータセキュリティ研究会）
　碓井利宣君（学生会員）

●遅延の傾向を反映した LSTMによる列車遅延予測手法
　［2020-ITS-83（2020/11/24）］（高度交通システムとスマートコ
ミュニティ研究会）
　辰井大祐君（正会員）

●複数レシピで並行調理する際の調理環境に応じた最適調理手順
作成法と評価
　［マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム
（DICOMO2020）（2020/6/25）］（ユビキタスコンピューティン
グシステム研究会）
　中部　仁君（正会員）

●行動認識ニューラルネットの理解に向けた Activation 
Maximizationの活用に関する検討
　［2020-UBI-68（2020/12/9）］（ユビキタスコンピューティング
システム研究会）
　吉村直也君（学生会員）

●分散コンピューティング基盤における宣言的構成管理の適用可
能性と論点
　［インターネットと運用技術シンポジウム（IOTS2020）
（2020/12/3）］（インターネットと運用技術研究会）
　真壁　徹君（正会員）

●教室でのオンライン講義受講のための無線接続環境評価
　［インターネットと運用技術シンポジウム（IOTS2020）
（2020/12/4）］（インターネットと運用技術研究会）
　石原知洋君（正会員）

●日本国内における児童向けセキュリティ教材の実態調査
　［2021-SPT-41（2021/3/2）］（セキュリティ心理学とトラスト
研究会）
　坪根　恵君（学生会員）

●IEEE 802.19.3 Standardization for Coexistence of IEEE 802.11ah 
and IEEE 802.15.4g Systems in Sub-1 GHz Frequency Bands
　［2020-CDS-28（2020/9/29）］（コンシューマ・デバイス＆シス
テム研究会）
　永井幸政君（学生会員）

●Smart Layer Splitter：pix2pixを用いたデジタルイラスト制作
の色塗り工程における自動レイヤ分けシステム
　［マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム
（DICOMO2020）（2020/6/25）］（デジタルコンテンツクリエー
ション研究会）
　渡邉　優君（学生会員）

●ライブ配信動画に同期して点灯制御が可能な LED表示装置の実
証実験について
　［2021-DCC-27（2021/1/25）］（デジタルコンテンツクリエーシ
ョン研究会）
　柳沢　豊君（正会員）

●深層学習による車いす使用者向け経路探索のための路面評価に
関する研究
　［2021-ASD-20（2021/3/5）］（高齢社会デザイン研究会）
　隅田康明君（正会員）

［メディア知能情報領域］
●潜在的なトピック構造を捉えた生成型教師なし意見要約
 ［2020-NL-246（2020/12/3）］（自然言語処理研究会）
　磯沼　大君（学生会員）

●マルチエージェント深層強化学習を用いたライドシェアのサー
ビスエリア制御とスケーラビリティの確保
　［2020-ICS-200（2020/9/7）］（知能システム研究会）
　吉田直樹君（正会員）

●未知散乱条件下での深層学習によるMulti-view Stereo
　［2020-CVIM-223（2020/11/6）］（コンピュータビジョンと
イメージメディア研究会）
　藤村友貴君（正会員）

●空間周波数損失を用いた畳み込みニューラルネットワークの学習
　［2021-CVIM-225（2021/3/4）］（コンピュータビジョンと
イメージメディア研究会）
　市村直幸君（正会員）

●毛のレンダリングのための効率的な重点的サンプリング
　［Visual Computing（VC2020）（2020/12/2）］（コンピュータ
グラフィックスとビジュアル情報学研究会）
　芝池祐星君（学生会員）
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●新入生を対象としたプログラミング入門科目におけるオンライ
ン授業と教室授業の実践比較
　［2020-CE-156（2020/8/29）］（コンピュータと教育研究会）
　鈴木大助君（正会員）

●FPGAを用いた論理回路設計実験の遠隔実践
　［2020-CE-157（2020/11/7）］（コンピュータと教育研究会）
　赤池英夫君（正会員）

●日本中世絵巻における性差の描き分け─ IIIF Curation Platform
を活用した GM法による『遊行上人縁起絵巻』の様式分析

　［人文科学とコンピュータシンポジウム（じんもんこん 2020）
（2020/12/12）］（人文科学とコンピュータ研究会）
　鈴木親彦君（正会員）

●音色変動の変分モデルによる楽音生成
　［2021-MUS-130（2021/3/17）］（音楽情報科学研究会）
　増田尚建君（学生会員）

●BERT による Sequence-to-Sequence 音声認識への知識蒸留
　［2020-SLP-134（2020/12/2）］（音声言語情報処理研究会）
　二見　颯君（学生会員）

●テレビ録画とその字幕を利用した大規模日本語音声コーパスの
構築
　［2020-SLP-134（2020/12/2）］（音声言語情報処理研究会）
　安藤慎太郎君（正会員）

●欧米における侵害通知の状況と日本への示唆
　［2021-EIP-91（2021/2/19）］（電子化知的財産・社会基盤研究会）
　金子啓子君（正会員）

●Quixoの強解決
　［ ゲ ー ム プ ロ グ ラ ミ ン グ ワ ー ク シ ョ ッ プ（GPW2020）
（2020/11/15）］（ゲーム情報学研究会）
　田中　智君（正会員）

●けん玉できた！ VR：5分間程度の VRトレーニングによってけ
ん玉の技の習得を支援するシステム
　［エンタテインメントコンピューティング（EC2020）
（2020/8/31）］（エンタテインメントコンピューティング研究会）
　川崎仁史君（正会員）

●わんテーブル：犬と人が食体験を共有するための匂い伝送シス
テム
　［エンタテインメントコンピューティング（EC2020）
（2020/8/29）］（エンタテインメントコンピューティング研究会）
　星野瑠海君（正会員）

●GBDTによる化合物の血液胎盤関門透過性予測
　［2021-BIO-65（2021/3/11）］（バイオ情報学研究会）
　大上雅史君（正会員）

●学生のレポート評価点に応じた学習活動フィードバックを行う
システムの検討
　［2020-CLE-32（2020/11/27）］（教育学習支援情報システム研究会）
　青木大誠君（正会員）

●在宅認知症者を支援する「拡張認知機能」の提案 ～スマートエ
アリアルハンド：Sahasraの構想～
　［2020-AAC-13（2020/8/29）］（アクセシビリティ研究会）
　中山功一君（正会員）
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● 論文誌ジャーナル掲載論文リスト
Vol.62 No.11（Nov. 2021）

【特集：エンタテインメントコンピューティング】
■特集「エンタテインメントコンピューティング」の編集にあたって

渡邊恵太
■コミュニケーション・エージェントの形状が飼い主の印象とイ
ヌの行動に与える影響調査 春日　遥	他

■説得されることでユーザを楽しませる人狼ゲーム対話システム
の構築	 稲葉通将

■ヒップホップダンスにおける骨格情報のみによる個人識別の検討
古市冴佳	他

■カメラを用いた顔位置計測による運動識別システム
加藤花歩	他

■ PerformEyebrow：装着者の感情表現を拡張できる人工眉毛形
状制御デバイス	 増井元康	他

■複数周期に着目した畳み込みネットワークによる小売時系列
データの予測手法	 保住　純	他

■高頻度取引の特徴分析と株価の短時間予測 幸田茂樹	他
■ Improving	the	Efficiency	in	Multiple	Object	Tracking	by
Tracker	Switching	According	to	Occlusion	States*

Bo	Chen	他

*：推薦論文　Recommended	Paper
†：テクニカルノート　Technical	Note

● 論文誌トランザクション掲載論文リスト
（Nov. 2021）
【論文誌 プログラミング Vol.14 No.5】
■ 配列集約ループの実行時情報を用いた漸増化による効率化

松田知樹	他
■ An	Efficient	and	Scalable	Distributed	Hypergraph	Processing
System	 Shugo	Fujimura	他

■ プログラム可能なスキーマの共存戦略の実現手法	 田中順平	他
■ 再帰的ブロック構造を持つ並列プログラムに対する可逆実行環境

	池田崇志	他
■ Durable	Queue	Implementations	built	on	a	Formally	Defined
Strand	Persistency	Model	 Jixin	Han	他

【Transactions on Bioinformatics Vol.14】
■ RCGAToolbox:	A	Real-Coded	Genetic	Algorithm	Software	for
Parameter	Estimation	of	Kinetic	Models	 Kazuhiro	Maeda	他

読後のご意見をお送りください
　本誌では，現在約 200 名の方々に毎号のモニタをお願いしておりますが，より多くの読者の皆さんからのご意見，ご提案をお
うかがいし，誌面の充実に役立てていきたいと考えておりますので，以下 Web ページから奮って事務局までお寄せください．

　「情報処理」アンケートページ　https://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html

　一般社団法人 情報処理学会　会誌編集部門　E-mail: editj@ipsj.or.jp

https://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html
mailto:editj@ipsj.or.jp
https://ipsj.ixsq.nii.ac.jp/ej/?action=repository_opensearch&index_id=10444&count=20&order=7&pn=1
https://ipsj.ixsq.nii.ac.jp/ej/?action=repository_opensearch&index_id=10726
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/ipsjtbio
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2020 年 12 月 18 日
プログラミング・シンポジウム委員会

情報処理学会発行の出版物著作権は平成 12 年から情報処理学会著作権規程に従い，学会に帰属することになっています．

プログラミング・シンポジウムの報告集は，情報処理学会と設立の事情が異なるため，この改訂がシンポジウム内部で徹底しておらず，
情報処理学会の他の出版物が情報学広場 (= 情報処理学会電子図書館 ) で公開されているにもかかわらず，古い報告集には公開されて
いないものが少からずありました．

プログラミング・シンポジウムは昭和 59 年に情報処理学会の一部門になりましたが，それ以前の報告集も含め，このたび学会の他の
出版物と同様の扱いにしたいと考えます．過去のすべての報告集の論文について，著作権者（論文を執筆された故人の相続人）を探し
出して利用許諾に関する同意をいただくことは困難ですので，一定期間の権利者捜索の努力をしたうえで，著作権者が見つからない場
合も論文を情報学広場に掲載させていただきたいと思います．その後，著作権者が発見され，情報学広場への掲載の継続に同意が得ら
れなかった場合には，当該論文については，掲載を停止いたします．

この措置にご意見のある方は，プログラミング・シンポジウムの辻尚史運営委員長 (tsuji@math.s.chiba-u.ac.jp) までお申し出ください．

加えて，著作権者について情報をお持ちの方は事務局（jigyo@ipsj.or.jp）まで情報をお寄せくださいますようお願い申し上げます．

情報処理学会著作権規程
https://www.ipsj.or.jp/copyright/ronbun/copyright.html

［重要］過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について

広告を IPSJ メールニュースで配信しています．本会会員が主な読者なので，ターゲットを絞った広告に最適です．
 
　　●配 信 数：約 41,000 通（原則毎週月曜日配信）
　　●読 者 層：本会会員および非会員
　　●形 式：テキストのみ．等幅半角 70 字× 5行．URL を入れてください．
　　●掲載位置：ヘッダ（目次の上）
　　　　　　　　フッタ（本文の最下行）
　　●掲 載 料：ヘッダ：1回 55,000 円（税 10％込）※ 3社限定
　　　　　　　　   フッタ：1回 22,000 円（税 10％込）
　　　　　　　　※それぞれ行数超過については別途相談
　　●申 込 先：［広告代理店］
　　　　　　　　アドコム・メディア（株）E-mail: sales@adcom-media.co.jp
　　　　　　　　〒 169-0073 東京都新宿区百人町 2-21-27　Tel(03)3367-0571　Fax(03)3368-1519
　　　　　　　　または，情報処理学会 会誌編集部門　E-mail: editj@ipsj.or.jp　Tel(03)3518-8371
　　●申込締切：毎週水曜日締切，翌週月曜日配信となります．
　　●見 本：
　　　　　　　　　━［広告］━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■　　○○セミナー　　■■■
　　　　　　　　　開催日時：1月 10 日（火）・11 日（水）・12 日（木）13：00 〜 17：00
　　　　　　　　　会場：○○コンベンションセンター
　　　　　　　　　会費：情報処理学会会員の方には割引があります．
　　　　　　　　　詳細はこちらをご覧ください：http://www........com/
　　　　　　　　　━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━［広告］━

IPSJ メールニュースへ広告を出しませんか？

◎ IPSJ カレンダー◎

学会イベントの最新情報を下記URLでご案内しています．新型コロナウイルス感染症拡大を受け，開催方法の変更，
開催中止などの可能性がありますので，最新情報をご確認いただきますようお願いいたします．
 

　https://www.ipsj.or.jp/calendar.html

mailto:tsuji@math.s.chiba-u.ac.jp
https://www.ipsj.or.jp/copyright/ronbun/copyright.html
https://www.ipsj.or.jp/calendar.html
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有  

料  

会  

告

＊特に指定がないかぎり履歴書には写真を貼付のこと

人材募集
（有料会告）

■九州工業大学工学研究院基礎科学研究系

募集人員　（女性限定公募）教授または准教授　1名
専門分野　機械学習やデータサイエンスおよびその応用などに関
連する研究領域が望ましい
応募資格　女性に限る，博士の学位を有する方
着任時期　2022年 4月 1日以降のできるだけ早い時期
提出書類　（1）カバーレター，（2）履歴書，（3）研究業績リスト，
（4）競争的研究資金および外部資金の獲得実績，（5）主要論文の
コピー（5編以内），（6）これまでの教育，研究および実務の要
約（A4用紙 1枚），（7）着任後の教育・研究計画および抱負（教育，
研究それぞれA4用紙 1枚），（8）応募者の業績や人物を熟知し，
意見を伺える方 2名の氏名・所属・E-mailアドレス等の連絡先
応募締切　2021年 12月 10日（必着）
送 付 先　「JREC-IN Portal Web応募」または「郵送」にて提出
してください．詳しくはWebページ https://www.kyutech.ac.jp/ 

information/saiyo/kyoin.htmlをご覧ください
照 会 先　基礎科学研究系教育職員選考委員会　委員長
E-mail: kobo2021@mns.kyutech.ac.jp

そ の 他　 詳 細 は Web ペ ー ジ https://www.kyutech.ac.jp/

information/saiyo/kyoin.htmlをご覧ください

■八戸工業高等専門学校産業システム工学科
　電気情報工学コース

募集人員　助教　2名（常勤，期間の定めなし）
専門分野　情報工学
所　　属　産業システム工学科　電気情報工学コース
応募資格　博士の学位を有する方，または着任時までに取得見込
みの方
着任時期　2022年 4月 1日
応募締切　2021年 12月 15日（必着）
照 会 先　産業システム工学科　電気情報工学コース長　野中　崇
E-mail: nonaka-e@hachinohe-ct.ac.jp　Tel(0178)27-7319

そ の 他　応募資格，担当予定科目，提出書類などの詳細は下記
の URLをご覧ください
https://www.hachinohe-ct.ac.jp/info/office/recruit/

申込方法：任意の用紙に件名，申込者氏名，勤務先，職名，住所，電話番号および請求書に記載する「宛名」，
Web掲載の有無などを記載し，掲載希望原稿（［募集職種，募集人員，（所属），専門分野，（担当科目），
応募資格，着任時期，提出書類，応募締切，送付先，照会先］）を添えて下記の申込先へ，E-mail，
Faxまたは郵送にてお申し込みください．

 ＊都合により編集させていただく場合がありますので，ご了承ください．
申込期限：毎月 15日を締切日とし翌月号（15日発行）に掲載します．
掲載料金：国公私立教育機関，国公立研究機関 22,000円（税 10％込）
 賛助会員（企業）   33,000円（税 10％込）
 賛助会員以外の企業   55,000円（税 10％込）

 ＊本会誌へ掲載依頼いただいた場合に限り，追加料金 4,400円（税 10％込）で同一内容を本会Webペー
ジに掲載できます．

申 込 先 ：情報処理学会　会誌編集部門（有料会告係）　E-mail: editj@ipsj.or.jp　Fax(03)3518-8375

 ＊原稿受付の際には必ず原稿受領のお知らせを差し上げています．もし 3日以内（土日祝日除く）に
返信がない場合は念のため確認のご連絡をください．

https://www.kyutech.ac.jp/information/saiyo/kyoin.html
https://www.kyutech.ac.jp/information/saiyo/kyoin.html
https://www.hachinohe-ct.ac.jp/info/office/recruit/
https://www.kyutech.ac.jp/information/saiyo/kyoin.html
https://www.kyutech.ac.jp/information/saiyo/kyoin.html
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情報処理学会 第 84 回全国大会　〜ハイブリッド開催〜

一般セッション・学生セッション 講 演 募 集 案 内
【会期】2022 年 3 月 3 日 ( 木 ) ～ 5 日 ( 土 )
【会場】愛媛大学 城北キャンパス ( ハイブリッド開催 ) 【Web サイト】https://www.ipsj.or.jp/event/taikai/84/

　情報処理学会では、第 84回全国大会の一般セッション・学生セッ
ションの講演申込受付を以下のとおり行います。
　毎回 1,200件を超える発表申込をいただき活発な議論、意見交換、
交流が行われております。皆様の研究成果発表の場として、是非とも
奮ってお申込ください。なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大
状況によってはオンライン開催に変更になる場合もございます。

〔募集分野〕
以下の分野で募集を行う予定です。
詳しくは第 84回全国大会Webサイトをご覧ください。

1．コンピュータシステム 

2．ソフトウェア科学・工学 

3．データとウェブ
4．人工知能と認知科学  

5．ネットワーク
6．セキュリティ
7．インタフェース 

8．コンピュータと人間社会 

〔講演募集内容と使用言語〕
1.全国大会にふさわしい内容を備えたものとします。
　（情報技術の学術・技術の振興に寄与する研究成果の発表）
2.発表は日本語または英語とします。

〔講演申込資格〕
申 込 種 別 資　　格

一般セッション 不問

学生セッション 高専・大学学部・修士（博士前期課程）在学者

〔講演時間（質疑応答含む）、論文頁数〕
講 演 申 込 種 別 講 演 時 間 原 稿 頁

一般セッション 20分 2頁

学生セッション 15分 2頁

〔講演申込・原稿投稿日程〕
講演申込・原稿投稿受付開始：2021年 10月  5日（火）
講演申込・修正・取消締切日：2021年 12月 3日（金）
原稿投稿・差替え締切日　　 ：2022年  1月 7日（金）

〔講演申込・原稿投稿方法〕
講演申込、原稿投稿は、標記の第 84回全国大会Webサイトからお願
いいたします。

〔講演申込にあたっての注意事項〕
＊講演申込は講演発表者ご本人様で行ってください。
＊講演申込締切後の申込情報変更は、一切受付けません。
＊講演の代理（代読）は原則として認めません。
＊講演キャンセルの連絡は、必ず電子メールにて
　［ipsj@gakkai-web.net］までお願い致します。
＊講演申込登録締切後に講演をキャンセルされましても、講演参加費
および論文集代（希望者のみ）はお支払いいただくことになります
のでご注意ください。

＊講演申込登録をされた情報のうち書誌情報（標題、講演者および共
著者の名前・所属、論文要旨）、および原稿は、情報処理学会電子
図書館（情報学広場）に掲載いたしますので予めご承知置き下さい。
なお、掲載時期は大会初日から 3カ月経過以降の予定です。

〔講演方法〕
ハイブリッド開催のため、オンラインミーティングツール Zoomを併
用しながら現地で各発表セッションを開催致します。インターネット・
オーディオ機器に接続できる PC とヘッドセットを各自で必ずご準備
願います。

〔講演参加費・講演論文集代（税込）〕
申 込 種 別 会 員 種 別 費 用 （ 税 込 み ）

一般セッション
学生セッション
（1件の申込につき )

正会員 11,000円　　

学生会員 6,000円　　

一般非会員 26,000円　　

学生非会員 15,000円　　

ジュニア会員 無料　　

講演論文集（希望者のみ） 全会員種別 8,500円　　

＊会員とは、 講演者が本会の会員番号をお持ちの個人会員の方です。
＊電子情報通信 ､電気 ､映像情報メディア ､照明の会員番号をお持ち
の個人会員の方は会員費用で申し込めます。

＊講演参加費には、講演料、大会参加費、プログラム冊子、全論文の
PDFアクセス権が含まれます。

＊講演者の方には、ご自身の論文が掲載されている講演論文集 1部に
限り、講演申込同時予約販売をいたします。ご希望の方は、講演申
込フォームの講演論文集欄を「希望する」にチェックしてください。

＊上記の講演参加費は、1件の申込に対しての費用ですので、複数件
講演申込する場合には講演参加費×申込件数分の講演参加費が必要
となります。

＊入会申請中の方は、講演申込締切日 12月 3日（金）までに入会申
請を完了してください。会員サービス部門から「入会承認予定のお
知らせ」（会員番号を記載）をメールでお送りします。

　期日までにお支払いただけない場合は、入会申請中で講演申込をさ
れても非会員の講演費を請求させて頂く場合ございますので、ご了
承くださいますようお願いいたします。

〔表彰について〕
全国大会では、発表された論文の中から優秀な論文、発表に対して以
下の賞を贈呈しております。それぞれの賞の受賞対象は、当会の個人
会員に限りますので、非会員の方は当会にご入会の上、講演申込みを
していただくことをお勧めいたします。

賞 の 種 類 受 賞 者

大会優秀賞 全国大会で発表された当会の会員で、特に優秀
な論文の登壇発表者 10名以内。

大会奨励賞 全国大会で発表された当会の会員で、学部生また
は学部在学から卒業後 10年までの新進の科学者
または技術者で、大会優秀賞の対象とならなかっ
た論文の登壇発表者 10名以内。

学生奨励賞 全国大会で発表された当会の会員で、学生セッシ
ョンで発表された中から、優秀な発表をした方各
2名以内。大会のローカルアワードとして授与（該
当なしの場合もあり）。

〔大会最新情報の掲載〕
講演申込に関する詳細、大会で開催予定の招待講演・イベント企画
セッション等の詳細は、第 84回全国大会Webサイトへ逐一掲載して
まいりますのでご確認ください。

〔問合せ先〕
　一般社団法人情報処理学会 事業部門
　Tel.03-3518-8373　Fax.03-3518-8375
　E-mail: ipsjtaikai@ipsj.or.jp

https://www.ipsj.or.jp/event/taikai/84/
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ご寄付のお願い

http://www.ipsj.or.jp/annai/outward/donation.html

＊ご注意 情報処理学会は寄付金に対する税金が優遇される特定公益増進法人ではございません。 

会員他寄付

資産

役務

IPSJIPSJ

学会活動に活用

役務提供

教育・育成

社会貢献社会貢献

表彰

国際活動

規格標準化

情報資産保存

学会諸事業

その他

教育・育成

表彰

国際活動

規格標準化

情報資産保存

学会諸事業

その他

活用先活用先

現金
情報入試 子ども教室 パソコン教室

〒101-0062　東京都千代田区神田駿河台1-5　化学会館4F

情報技術を通じて、人類及び世界の発展に資するため 
情報技術を中心に学術および技術の振興に資するため 
将来を担う人材の育成に資するため 
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情報処理学会は、情報処理に関する学術および技術の振興をはかることにより、

学術、文化ならびに産業の発展に寄与することを目的に各種事業を戦略的に展開しております。 

今回、学会活動の更なる活性化を図る上で会員の皆様からご寄付を頂戴いたしたく、お願いを申し上げる次第です。
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詳しくはこちら

お問合せ

一般社団法人　情報処理学会　管理部門

     03-3518-8375　TEL 03-3518-8374 FAX
soumu@ipsj.or.jp

https://www.ipsj.or.jp/annai/other/donation.html

https://www.ipsj.or.jp/annai/other/donation.html
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■ 編集室 ■

　本誌編集長の稲見先生と「植物と情報処理」のエディタを務め

させていただきました．私自身は，植物の成長メカニズムを研究

する生物学者ですが，新学術領域研究「植物の周期と変調」で稲

見先生とご一緒させていただいている縁で，今回の特集の編集に

お誘いいただきました．私たちの新学術領域は，情報学を基礎生

物学の「発見支援」に使うことを着想したところから始まってい

ます．同様のコンセプトは JST の戦略研究でも採用されており，

このような融合研究の開拓が今後主流になると考えています．

　一方で，今回の特集は新学術領域のコンセプトとは切り離し，

情報学者の方が普段は接することがないであろう「読み物」を提

供しようと考えました．特にカテゴリ 1 では，中枢神経を持たな

い植物が，いかにして環境情報を処理し，自身の成長や子孫の繁

栄につなげているかを紹介しています．私以外の執筆者は，いず

れも植物学を国際的に牽引されている超ご多忙な先生方で，この

方たちに，「『情報処理』の観点から植物について書いてください」

という無茶な依頼をするのは（一瞬だけ）ためらわれましたが，

皆様快くお引き受けくださり，とても安堵しました．

　カテゴリ 2 では，植物学における情報学の利用について数理学

者や情報学者の先生方にご執筆いただきました．とはいえ，情報

処理学会の会員は内海先生おひとりで，近藤先生は生物側に軸足

を置いて情報学の手法を開拓されている生物学者です．望月先生

は「ネットワークの構造のみから系全体の振舞いが決まる」とい

う生物学者にとってはにわかに信じがたい独自の理論体系を構築

された数理生物学者です．福田先生は生物時計を理論的に解析さ

れている生物物理学者なのですが，今回は副業（？）とされてい

る植物工場での情報処理技術についてご執筆いただきました．

　本特集や先行公開した note で内海先生や太田先生が指摘され

ているように，情報学と基礎生物学ではゴールの設定が大きく異

なっていますが，本特集を読まれた情報学者の皆様が少しでも植

物（あるいは生物）の基礎研究に興味を持ってくださり，今後の

情報学の利用先の候補の 1 つに加えていただければ幸いです．

（中島敬二／本特集ゲストエディタ）

複写される方へ

　一般社団法人情報処理学会では複写複製および転載複製に係る著作権を学術著
作権協会に委託しています．当該利用をご希望の方は，学術著作権協会（https://
www.jaacc.org/）が提供している複製利用許諾システムもしくは転載許諾システム
を通じて申請ください．
　尚，本会会員（賛助会員含む）および著者が転載利用の申請をされる場合につい
ては，学術目的利用に限り，無償で転載利用いただくことが可能です．ただし，利
用の際には予め申請いただくようお願い致します．
権利委託先：一般社団法人学術著作権協会
　　　　　　〒 107-0052 東京都港区赤坂 9-6-41　乃木坂ビル
　　　　　　 E-mail : info@jaacc.jp　Tel (03)3475-5618　Fax (03)3475-5619
　また，アメリカ合衆国において本書を複写したい場合は，次の団体に連絡してください．
　　　　　　Copyright Clearance Center, Inc.
　　　　　　222 Rosewood Drive, Danvers, MA 01923   USA
　　　　　　Phone : 1-978-750-8400　Fax : 1-978-646-8600

Notice for Photocopying

 Information Processing Society of Japan authorized Japan Academic Association For 
Copyright Clearance (JAC) to license our reproduction rights and reuse rights of copyrighted 
works. If you wish to obtain permissions of these rights in the countries or regions outside 
Japan, please refer to the homepage of JAC (http://www.jaacc.org/en/） and confirm 
appropriate organizations.
 You may reuse a content for non-commercial use for free, however please contact us directly 
 to obtain the permission for the reuse content in advance.
<All users except those in USA>
 Japan Academic Association for Copyright Clearance, Inc. (JAACC)
 6-41 Akasaka 9-chome, Minato-ku, Tokyo 107-0052   Japan
 E-mail : info@jaacc.jp
 Phone : 81-3-3475-5618　Fax : 81-3-3475-5619
<Users in USA>
 Copyright Clearance Center, Inc.
 222 Rosewood Drive, Danvers, MA 01923   USA
 Phone : 1-978-750-8400　Fax : 1-978-646-8600

次号（1 月号）予定目次
編集の都合により変更になる場合がありますのでご了承ください．

※はオンライン版のみの掲載となります

特別解説：ヒト型ロボットの製造中止にざわつく～ヒトの形をしたモノに心はどう反応するのか～※ ……………………………… 太田智美

「特集」⾃動運転元年※

自動運転元年に臨む／高精度 3 次元地図─安全・安心な交通環境を実現するデジタルインフラ基盤／自動運転を支える高精度測位と高精度

地図／自動運転用プロセッサの要求性能・機能・方式─複合的処理特性を持つアプリケーションへの適応─／自動運転の法律問題／自動運

転バスの実証実験

教育コーナー：ぺた語義

連　載：IT 紀行／ <Info-WorkPlace 委員会企画 > 働き方を共有しよう※／教科「情報」の入学試験問題って？※／情報の授業をしよう！／先生，

質問です！／ビブリオ・トーク

コラム：巻頭コラム／情報処理学会とのお付合い※

会議レポート：COMPSAC 2021 会議報告
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掲載広告カタログ・資料請求用紙

お
フ リ ガ ナ

名 前

勤 務 先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属部署

所 在 地　　（〒　　　　-　　　　）

　　　　　　TEL（　　　　　　）　　　　　-　　　　　　　　　　FAX（　　　　　　）　　　　　-

ご専門の分野

　掲載広告の詳しい資料をご希望の方は，ご希望の会社名にチェック ☑ を入れ，送付希望先をご記入の上，Fax にて（ま
たは E-mail にて必要事項を記入の上）アドコム・メディア（株）宛にご請求ください．

■「情報処理」　62 巻 12 号　掲載広告（五十音順）

■「情報処理」
発　　行 一般社団法人 情報処理学会
発行部数 20,000 部
体　　裁 A4 変形判
発 行 日 毎当月 15 日
申込締切 前月 10 日
原稿締切 前月 20 日
広告原稿 完全版下データ
原稿寸法 1 頁 天地 250mm ×左右 180mm
 1/2 頁 天地 120mm ×左右 180mm
雑誌寸法 天地 280mm ×左右 210mm

■広告料金表（価格は税 10％込）
掲載場所 4 色 1 色

表 2 363,000 円 ─

表 3 302,500 円 ─

表 4 423,500 円 ─

表 2 対向 330,000 円 ─

表 3 対向 291,500 円 170,500 円

前付 1 頁 275,000 円 148,500 円

前付 1/2 頁 ─ 88,000 円

前付最終 ─ 162,800 円

目次前 ─ 162,800 円
差込

（A4 変形判 70.5kg 未満　1 枚）
302,500 円

差込
（A4 変形判 70.5kg ～ 86.5kg　1 枚）

385,000 円

同封
（A4 変形判　1 枚）

385,000 円

＊原稿制作が必要な場合には別途実費申し受けます．
＊同封のサイズ・割引の詳細についてはお問合せください．

お問合せ・お申込み・資料請求は

　広告総代理店 アドコム・メディア（株）
　Tel.03-3367-0571　Fax.03-3368-1519　E-mail: sales@adcom-media.co.jp　　

 

■問合せ・お申込み先
〒 169-0073  東京都新宿区百人町 2-21-27

アドコム・メディア（株）（Tel/Fax/E-mail は下に記載）

■資料送付先

掲載広告の資料請求

広告のお申込み

□とめ研究所… ………………………………… 表 2 対向
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賛
助
会
員
の
ご
紹
介

本会をご支援いただいております賛助会員をご紹介いたします．
Webサイト（https://www.ipsj.or.jp/annai/aboutipsj/sanjo.html）「賛助会員一覧」のページからも

各社へリンクサービスを行っておりますので，ぜひご覧ください．

照会先　情報処理学会　会員サービス部門　E-mail: mem@ipsj.or.jp　Tel.(03)3518-8370

賛助会員のご紹介 

●●● 賛助会員（10～ 19口）

（株）リクルート グーグル合同会社 （株）NTTドコモ （株）東芝

日本電信電話（株） 日本マイクロソフト（株） （株）フォーラムエイト

●●● 賛助会員（20～ 50口）

（株）日立製作所 富士通（株） 日本電気（株）

三菱電機（株） （株）サイバーエージェント 日本アイ・ビー・エム（株）

●●● 賛助会員（3～ 9口）

（一社）情報通信技術委員会 （株）NTTデータ グリー（株） （一財）インターネット協会 （一社）情報サービス産業協会

4色印刷用
C 100%
M 55%
K 35%

トレンドマイクロ（株） （株）BFT NTTコムウェア（株） NTTテクノクロス（株） （株）うえじま企画

エッジテクノロジー（株）     沖電気工業（株）     コアマイクロシステムズ（株） 三美印刷（株） ソニー（株）

（株）テクノプロ　
テクノプロ・デザイン社

みずほリサーチ＆テクノロジーズ（株）

https://www.ipsj.or.jp/annai/aboutipsj/sanjo.html
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［広告代理店］アドコム・メディア（株）　E-mail: sales@adcom-media.co.jp　
〒 169-0073 東京都新宿区百人町 2-21-27
Tel.(03)3367-0571　Fax.(03)3368-1519

❶封入希望月の前月 15日までに下記事項を記載の上、問合せ先
までお申し込みください。

　　◆会社名，担当者，連絡先（住所、Tel、Fax、E-mail）　◆封入希望号
　　◆サイズ　◆カタログの簡単な内容説明
　　◆割引対象にあたる場合はその旨記載ください。

❷封入希望月の遅くとも前月末日までに下記事項について手配を
お願いします。

　　◆カタログ見本を問合せ先までお送りください（PDF、Fax 可）。
　　◆納品業者をお知らせください。

❸納品日は封入希望月の 5日（土曜、日曜、祝日の場合は翌営業日）です。
日付指定にて必要枚数（20,000 枚）を印刷し指定の納品先へお
送りください。

　　※納品先は、お申し込み後にご連絡いたします。
　　※納品が遅れますと同封ができない場合がございます。その場合はキャン
　　　セルとさせていただきます。

❹カタログを同封した学会誌を発行日にお送りしますので、ご確
認ください。

❺後日請求書をお送りしますので振込手続きをお願いします。

お申し込み方法と掲載までの手続きお申し込み方法と掲載までの手続き 1 通あたり
       約19 円！

毎月会員に配布している学会誌に貴社 /貴校のカタログや広告を同封し、直接読
者にお届けするサービスです。
通常のDMと異なり学会誌に同封しますので、読者の開封率は格段に上がります。
また，カタログ送付にかかるコストを最小に抑えることができ、なおかつ情報処
理を専門とする読者にターゲットを絞った効果的な案内を出すことが可能となり
ます。

？
カタログ同封
サービスとは？

サイズ：A4変形判または A4判二つ折り（その他についてはご相談ください）
用紙：色上質厚口（四六判 80kg）またはコート紙（四六判 90kg）相当

問合せ先

大学 /研究所 /賛助会員は、下記のとおり
割引料金が適用されます。

毎月会員に配布している学会誌に貴社 /貴校のカタログや広告を同封し、直接読
者にお届けするサービスです。
通常のDMと異なり学会誌に同封しますので、読者の開封率は格段に上がります。
また，カタログ送付にかかるコストを最小に抑えることができ、なおかつ情報処？

「情報処理」
カタログ同封サービスの
ご案内

 

大学や
賛助会員は
さらに割引も！

一般社団法人情報処理学会 会誌編集部門　E-mail: editj@ipsj.or.jp
〒 101-0062 東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F
Tel.(03)3518-8371　Fax.(03)3518-8375

大学 /研究所 /賛助会員　　　
（基本価格の 40％ Off ！）

基本価格　385,000 円
　　　　　　　　　　 　　  　　　（税 10％込）

対象：全会員　20,000 通 配布
（正会員 /名誉会員 /学生会員 /賛助会員）

231,000 円
（税 10％込）

一般社団法人

情報処理学会
Information Processing Society of Japan
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